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萩ってどんなところ？

全国的に見ても、萩市ほど近世城下町の文化遺産がこれほどの規模で残されているところはないと言われている。
萩市は人口約４万７千人の歴史と文化のあふれる場所。阿武川から河口の萩市で松本川と橋本川に分かれた三角州を作っている。
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　関ケ原の合戦で敗れた西軍の総大将毛利輝元は、120万石から防長36万石へ減封された。毛利氏の居城として山口、防府（ほうふ）、そして萩指月山と三案あったが輝元の意向により萩城に入り、萩藩が成立した。三角州の北西に位置する萩城跡の周辺地域では外敵の侵入を防ぐために道が鍵状に作られている「鍵曲」や白壁、武家屋敷など城下町としての萩を数多くみることができる。
　また、長州藩の政治運動家であった吉田松陰は、今も残る松下村塾で高杉晋作などの明治維新の活動家を多く育ててきた。その高杉晋作や維新三傑の一人木戸孝允もこの萩で生まれ、今も旧宅が残っている。また一般藩士の学習の場として開かれた藩校、明倫館も市の中心部に残っている。萩焼も古くは萩市松本などで焼かれていたため、松本焼などと呼ばれていた。近代に入って萩焼と呼ばれるようになり、時代が下がるにしたがって陶磁器としての評価を高めている。



行　　程


９月２６日（金）

JAL／7：30【羽田空港発】　→　9：05【宇部空港着】

「おいでませ山口号」／9：30【宇部空港発】　→　17：20【東萩駅着】

タクシーにて宿へ　『北門屋敷』泊　山口県萩市堀内210　☎0838-22-7521

９月２７日（土）

終日萩観光

『萩本陣』泊　山口県萩市椿東385-8　☎0838-22-5252

９月２８日（日）

終日萩観光

タクシーにて宇部空港へ

JAL／19：20【宇部空港発】　→　20：50【羽田空港着】

第一日目　９月２６日（金）
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東萩駅（17：20）


菊ヶ浜（17：40）
昔は「阿古ヶ浜」と呼ばれていたが、江戸時代に萩藩の御用商人で大年寄格でもあった菊屋家が藩士や足軽たちの家を建てて住まわせたことから、菊ヶ浜と称されるようになった。菊ヶ浜の夕景は「日本の夕陽百選」の一つに数えられ、指月山や笠山など海に浮かぶ島々のシルエットと相まって感動的なひとときに出会うことができる。夕陽に染まる海を、ただ静かに眺める。潮風を頬に受け、波打ち際を歩く。幕末の志士たちもここを訪れ、海の向こうに新しき日本の姿を見ていた。　※日が暮れていたら翌日に延期



北門屋敷　泊

第二日目　９月２７日（土）

北門屋敷（10：00）
庭散策　その後、北門屋敷をレンタサイクルにて出発　荷物はフロントに預ける

堀内地区（10：30～）
萩は毛利氏の城下町。城の「外堀」内の堀内地区は江戸時代の環境が日本一広域に残っているエリア。格子状に構成された街路沿いに土塀や石垣が連続し、要所に長屋門を構えている。今もかつての歴史的環境を保持し、緑に囲まれた広い敷地の並ぶ良好な住宅地となっている。土塀や石垣越しの夏蜜柑が有名。堀内地区は藩政時代、藩の諸役所(御蔵元・御木屋・諸郡御用屋敷・御膳夫所・御徒士所)や毛利一門、永代家老、寄組といった重臣たちの邸宅が建ち並んでいた。
　現存の建物としては、永代家老益田家(12,000石)の物見矢倉、旧周布家(1,530石)の長屋門、繁沢家(1,094石)の長屋門、永代家老福原家(11,300石余)の長屋門、口羽家(1,018石)表門と主屋等がよく旧態をとどめている。




堀内の鍵曲（かいまがり）
敵を迷わせ、追いつめやすいように工夫して造られた鍵曲。別名「追廻し筋」ともよばれ、道が鍵の手に曲がり、左右を高い土塀で囲むなど見通しが悪くなっているのが特徴。藩政時代に多くの重臣たちの邸宅があった堀内や平安古などで見られる。一帯は重要伝統的建造物群保存地区に指定されており、近くに国の重要文化財の口羽家住宅がある堀内エリアの鍵曲は、道も未舗装のままで、往時を彷彿とさせる。


平安古（ひやこ）地区
橋本川沿いに防風林として植えられた、樹齢300年～400年の松が並ぶ通称松原、河口近くには常盤島と言う小さな松林がある（遊覧船より見学予定）。玉江橋から眺める風景は、ゆるやかな川の流れに映る松林、悠久の穏やかさを感じさせてくれる。
　平安古総門前の外堀に、城下町から萩城三の丸への通路の１つとして架けられた石造りの平安橋｡1964年から71年に、木橋から石造りに架けかえられたもの。玄武岩で造られた吊り桁、定着桁を備えたゲルバー橋の構造。土塀からのぞく夏みかん、城下町特有の見通しのきかない鍵手形道路「鍵曲」おいはぎ丁、石屋丁、と昔のままの地名も残っている。

口羽屋敷（くちばやしき）
なまこ壁と白壁が雄大な長屋門は、江戸藩邸の門を拝領し移築したもの。庭からは、対岸が見渡せる風流のある景色を堪能できる。



旧周布家長屋門
長州藩の永代家老益田家の分家で家老職を務めた周布家の表門。平屋建て本瓦葺きで、下見板張りと白漆喰の外観が特徴的。江戸時代中期の代表的な武家屋敷長屋


菊屋家・菊屋横丁・高杉晋作生家（12：00ころ）
毛利家御用達の豪商菊屋家。菊屋横丁はその名の通り、菊屋の横通り。どこまでも続く屋敷の壁にその規模の大きさを感じられる。蔵部分の壁はなまこ壁と呼ばれるもののつくり。
菊屋家の一部には、総理大臣田中義一の生誕地があり菊屋横丁からその場を確認することができる。横丁にある高杉晋作の生家を忘れずに。

江戸屋横丁
江戸屋と言う商人が商いをしていたため、その名前を取り、江戸屋横丁と言われている。碁盤のように綺麗に通りが区切られており、ここ江戸屋横丁には木戸孝允と青木周弼の旧宅があり、入館無料なので気軽に入れる。
南側に人力車（3,000円～）もあるので乗って記念撮影も良し。


心海（13：30ころ）

萩の活魚料理を堪能する

萩の剣先イカはイカの女王と呼ばれ、柔らかく味わいのある身は最高。活きたままをお造りでいただく。その味の良さで、もっとも好まれるイカである。萩沖の離島近海に好漁場があり、春先から晩秋にかけて多く漁獲される。夏から秋にかけて漁は盛期となり価格も手頃になる。適度に肉厚で甘みがあり、刺し身にしてよし、煮付け、干イカ、イカどんぶりにしてよし。特に、新鮮な活きイカは甘味があり実においしく、ケンサキイカの活き造りは、萩の名物料理のひとつ。最近ではこれを目当てにした他県からの観光客も非常に多くなっている。　萩市土原370-71　☎0838-26-1221　

花江茶亭（萩城跡）
堀内の花江御殿にあった茶室で、幕末当時、毛利敬親が志士を招き茶事に託して密談したという。茶亭の庭園は、年数を経た木々が囲い落ち着いた雰囲気が漂っている。
抹茶（５００円）で休憩、お茶の後は指月公園（萩城跡）を散策

萩八景遊覧船

最終受付16:30　所要時間40分　大人1,200円
＜指月小橋・常盤橋・新堀川・平安古伝統的建造物保存地区の旧田中別邸・玉江＞

ゆっくり船に乗って白壁の城下町を眺めよう。


菊ヶ浜（夕暮れ時～日没）
高杉晋作率いる船が萩城藩政軍に向けて威嚇発射した浜。幕末の志士に思いをはせ、夕日を眺めよう。な～む～

萩本陣　泊

第三日目　９月２８日（日）

萩本陣内モノレール（9：30）　　

モノレールでいく「展望台」からは、萩を360度見渡すことができます。

日本海に浮かぶ島々や、吉田松陰・高杉晋作・伊藤博文・桂小五郎など多くの志士達を輩出した長州毛利藩三十六万石の城下町並みなどを見ることができます。

萩本陣（10：30）


松下村塾（松蔭神社）

吉田松陰は、1857年（安政４年)年出獄して、杉家に幽閉中、叔父玉木文之進の松下村塾を引き継ぎ、安政の大獄により29歳で刑死するまでの２年半、若き門下へ新しき日本を拓く実践の道を熱く説いた。当時、吉田松陰28歳の若き師は、高杉晋作、久坂玄瑞、前原一誠、山県有朋など幕末から維新にかけて光彩を放つ人材を育成した。この松下村塾は、杉家（松蔭の実家）の物置小屋を改築したもので、質素な小さな建物。藩が作った学校である明倫館へ入学できないような下級武士の子弟が多く学んだことでも有名。明治維新は、師の構想を実現するために戦った弟子の歴史。その原点がここ松下村塾にある。


松蔭誕生の地

高台となっており、ここからも萩の町を見下ろせる。オプショナルツアーに参加できなかったお友達もここで眺望を楽しもう。


泉流山（吉賀大眉記念館）（13:00）
老舗窯元。泉流山の創窯は古く、江戸時代後期・ちょうど幕末の志士たちが活躍する少し前の文政9年（１８２６年）にまでさかのぼる。萩はもともと長州藩の御用窯がいくつも立ち並ぶ萩焼の産地として著名だったが、当時財政難にあった藩は財政再建のために商業用陶磁器の奨励政策を行った。
これにより萩の中心地より少し離れたここ小畑[おばた]地区に「天寵山」・「素玉山」などいくつもの窯元が築かれた。泉流山はそのひとつ。

昭和の中期～後期に当時当主として経営にあたった「吉賀大眉」は萩焼の持つ芸術性を追求し、独自の造形により[美術品としての萩焼]を確立、陶芸界に大きな足跡を残す。
平成3年、文化功労者・芸術院会員
・萩焼体験　13時より4名【予約済み】　（手廻しろくろ　2,000円　2時間以内）

・工房の見学（みどころ：伝統「蹴りろくろ」、大正時代築窯の「登り窯」は萩でも最大級）

・ギャラリーショップや茶室見学　お土産購入

　☎　0838-22-0541（泉流山）　0838-26-5180（吉賀大眉記念館）　
泉流山出発（16:30ころ）

萩近畿タクシーの乗り合いタクシー（90分）
片道一人3,500円　前日までに予約　０８３８－２２－０９２４


帰宅の途へ・・

　

←なまこ壁





タクシー





レンタサイクル（途中、明倫小（明倫館跡）をのぞく）





徒歩





レンタサイクル





レンタサイクル





大急ぎでチャリを返却し荷物をピックアップ　タクシーに乗り込む








徒歩





徒歩





タクシーor徒歩　お腹空いたらどこか立ち寄り





2008年9月26日～9月28日











宿に着いたら・・？


翌日のレンタサイクルを予約しておく（北門屋敷）


最終日のタクシーを予約する
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